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職

　
　種

　

▼
健
康
福
祉
課
事
務
補
助
員
（
高
齢
者
宅
の
訪
問
、
検
診　

　

な
ど
の
事
務
補
助
、
介
護
予
防
教
室
補
助
な
ど
）

▼
産
業
振
興
課
事
務
補
助
員
（
一
般
事
務
補
助
）

募
集
人
数　

各
1
人

採
用
期
間

　平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
6
カ
月
間
（
諸
条　

　
　
　
　
　

件
に
よ
り
、
10
月
更
新
）
　

処 

遇 
等

▼
賃　
　

金
＝
日
額
６
２
０
０
円

▼
保　
　

険
＝
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す

▼
そ 

の 

他
＝
通
勤
手
当　

勤
務
条
件

▼
勤
務
日
数
＝
月
18
〜
22
日

▼
勤
務
時
間
＝
7
時
間
45
分
（
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後　

　
　
　
　
　
　

5
時
15
分
ま
で
）

▼
休 

日 

等
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
有
給
休
暇
有
）

受
験
資
格　

日
野
町
に
住
所
を
有
す
る
者

申
込
期
限　

2
月
27
日
（
月
）
午
後
5
時
ま
で
（
必
着
）

申
込
方
法　

申
込
期
限
内
に
申
込
書
・
自
己
推
薦
書
・

　
　
　
　
　

履
歴
書
を
役
場
健
康
福
祉
課
ま
た
は
役
場
産　

　
　
　
　
　

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

な
お
、
募
集
要
項
・
申
込
書
・
自
己
推
薦
書　

　
　
　
　
　

は
、
各
課
に
あ
り
ま
す
。

採
用
試
験　

2 

月
29 

日
（
水
）

▼
受　
　

付
＝
午
前
8 

時
30 

分
〜
午
前
8
時
50
分

▼
試　
　

験
＝
午
前
9 

時
〜
（
面
接
試
験
）

▼
場　
　

所
＝
役
場
2 

階
会
議
室

合
否
通
知　

2 

月
29 

日
（
水
）
受
験
者
者
全
員
に
合
否　

　
　
　
　

通
知
を
発
送
し
ま
す
。

問 

合 

せ

　役
場
健
康
福
祉
課
（
電
話
72
‐
０
３
３
４
）

　
　
　
　
　

役
場
産
業
振
興
課
（
電
話
72
‐
２
１
０
１
）

平成 24年度　役場臨時職員を募集します
健康福祉課事務補助員・産業振興課事務補助員

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
見
守
り
事
業
」
を
振
り
返
っ
て

たくさんの笑顔に迎えられた１年

温かい人柄に触れ、

元気をもらいました
　
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
見
守
り
事
業
」

に
取
り
組
み
1
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
75
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
３
１
９
人
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
２
３
７
世
帯
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

突
然
の
訪
問
に
、
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
だ
ろ
う
か
、
話
を
し
て
も
ら

え
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
な
私
を
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
迎
え
て
く

だ
さ
り
、
そ
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ

と
で
毎
回
『
幸
せ
と
元
気
』
を
い
た

だ
い
て
帰
り
ま
し
た
。
山
菜
料
理
の

作
り
方
な
ど
も
教
わ
り
、
料
理
の
幅

が
広
が
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

話
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
買
い

物
や
炊
事
な
ど
生
活
全
般
に
お
い

て
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
何
と
か

し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
く

い
る
こ
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

畑
仕
事
な
ど
を
生
き
が
い
に
し
て
お

ら
れ
、
皆
さ
ん
の
元
気
の
源
の
よ
う

で
す
。

　

私
が
以
前
住
ん
で
い
た
町
の
高
齢

者
は
、
家
族
や
友
人
と
バ
ス
な
ど
を

利
用
し
外
出
す
る
た
め
、
隣
近
所
と

の
付
き
合
い
が
浅
く
、
交
流
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
育
っ
た
場

所
で
生
活
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
隣

近
所
が
ど
ん
な
人
な
の
か
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
土
地
で
し
た
。

　

こ
の
町
の
皆
さ
ん
は
、
交
流
が
多

く
、
年
が
離
れ
て
い
て
も
家
族
の
よ

う
に
呼
び
合
い
、
仲
が
良
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
あ
る

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

町健康福祉課　臨時職員

銀羽　千月

毎
回
、
幸
せ
と
元
気
を

い
た
だ
い
た
訪
問
活
動

住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
に

▼
75
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
す
世
帯
を
訪
問
し
、

　地
域
で
安
心
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
相
談
・
聞
き
取
り
な
ど
を
行
う
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電
池
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
ご
ろ
か
ら
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
電
池
切
れ
に
注
意
！

　

乾
電
池
は
停
電
時
な
ど
の
非

常
用
で
す
。
戸
別
受
信
機
に
は

必
ず
乾
電
池
を
入
れ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

消
耗
し
て
い
る
乾
電
池
を
使

い
続
け
て
い
る
、
ま
た
、
本
体

に
乾
電
池
が
入
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
災
害
時
に
緊
急
放
送
が

受
信
で
き
ま
せ
ん
。

　

防
災
無
線
は
、
災
害
時
の
詳

し
い
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に

必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

状
態
を
確
か
め
る
な
ど
、
対
策

が
大
切
で
す
。　
　

乾電池ランプ

●点灯している場合・・・乾電池使用中です。
●点滅している場合・・・乾電池が消耗している、または、入っていない場合です。

▼
年
に
1
度
の
交
換
を

　

乾
電
池
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
た

と
き
や
、
長
時
間
停
電
し
た
と

き
は
、
新
し
い
乾
電
池
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時

に
作
動
し
な
い
原
因
と
な
り
ま

す
。

　

年
に
1
度
は
新
し
い
乾
電
池

に
交
換
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。　

【交換のしかた】
①スピーカー横のふたを、押しながら左に引く。
②乾電池を外す。
③＋と－の方向を確認し乾電池を入れる。
▶乾電池は単 2電池 4本です。
　新しいものと古いもの、アルカリ電池とマンガン
　電池を混用しないように注意しましょう。故障の
　原因となる恐れがあります

戸別受信機についてのお問い合わ
せは、役場企画政策課（電話 72-
0332）まで

東京都港区と木材供給協定を締結

町内の間伐材活用促進が期待される

　日野川流域で産出された木材の、首都圏で

の需要拡大を推進することを目的に、2 月 8

日、日野町をはじめとする日野川流域の 4町

（日野町、日南町、江府町、南部町）が、東

京都港区（武井雅昭区長）と『間伐材を始め

とした国産材の活用促進に関する協定』を締

結しました。

　東京都港区の港区エコプラザで行われた調

印式に景山町長が出席。景山町長は「この協

定締結は、町内の間伐材販路拡大など、活用

促進に大きく貢献するものです」と今後に期

待しています。

　東京都港区は、平成 23 年 10 月に「みなと

モデル二酸化炭素固定認証制度」を施行し、

港区内に建設される基準適応建築物に対し、

協定木材の使用を義務化し

ています。

　協定木材は、主にオフィ

スビルやマンションの床、

天井などのほか、家具類と

して使用されます。

武井雅昭港区長（右）と景山町長

協定書に署名する景山町長


